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編

集

後

記

▼
佐
沼
高
、
登
米
高
野
球
部
の

同
時
８
強
入
り
。
選
手
や
関
係

者
は
、
も
っ
と
上
を
目
指
し
て

い
た
と
思
う
。
悔
し
い
気
持
ち

は
あ
る
は
ず
。
昨
年
、
一
昨
年

の
活
躍
に
、
追
い
つ
き
追
い
越

せ
と
努
力
し
て
き
た
彼
ら
。
努

力
の
結
果
な
の
だ
か
ら
、
胸
を

張
っ
て
よ
い
と
思
う
。そ
し
て
、

こ
こ
に
登
米
総
合
産
業
高
が
加

わ
れ
ば
、
市
民
に
と
っ
て
何
よ

り
楽
し
い
夏
に
な
る
。（
及
川
）

▼
こ
の
時
期
は
、
毎
週
の
よ
う

に
お
祭
り
が
あ
っ
て
楽
し
い
で

す
よ
ね
。
取
材
し
て
み
る
と
新

た
な
発
見
や
感
動
が
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
、

夏
の
思
い
出
に
お
祭
り
に
出
か

け
て
み
ま
せ
ん
か
。
登
米
市
の

お
祭
り
は
ど
れ
も
お
ス
ス
メ
で

す
よ
。（
千
葉
）

▼
市
内
各
所
に
お
邪
魔
し
て
写

真
を
撮
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
広
報
を
担
当
し
て
３
年

目
に
な
り
ま
す
が
、
初
め
て
見

る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
カ
メ
ラ

を
持
ち
な
が
ら
い
つ
も
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
も
大
勢
見
か
け
、
無
邪
気
な

笑
顔
に
心
が
癒
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち

に
な
り
ま
す
ね
。（
田
代
）

　「35年続けてきたけど、こんな賞を受賞できる
なんて夢のような話」と謙虚に話す千葉さん。先
月、第18回全農肉牛枝肉共励会が開かれ、枝肉
を出品。見事、最高位の名誉賞を受賞した。
　妻豊子さんと結婚し、千葉家に婿入り。当時は、
コメを主品目に農業経営をしていた。しかし、将
来を見据え、コメに変わるものが必要と判断。結
婚から10年、一大決心をし肉用牛の肥育に取り
組み始めた。
　実家が家畜商を経営していたので、牛飼養や畜
産経営の基本的なノウハウはあった。しかし見る
のとやるのでは大違い。いろんな困難を、豊子さ
んと二人三脚で乗り越えてきた。「嫁さんがいた
からここまでこれたね」と豊子さんをねぎらう。
　牛飼養は重労働。朝早くから餌や、ふんの処理

など、休む暇がない。生き物相手で 365日続く。
全員が家を空けられないので、家族旅行にも行け
ない。「でもね牛と育ってきて心から好きだから
ね｣ と目を細める。牛の面倒は徹底して見る。気
持ちよく過ごしてもらうため、畜舎は常に清潔に
保たれ、こまめにブラッシングしている。体調管
理は１頭１頭、その牛にあったやり方を心がけ、
小さな変化を見逃さない。日々の研さんがあった
からこそ、今回の最高賞受賞となったのだ。
　「自分なりのやり方を通せたのは、息子も協力
してくれたからね。そうでなければ、今の仕事量
はこなせなかったよ」。これからは息子豊さんが
中心となり経営していく。「良質の肉牛を生産し
つづけることが、自分たちの目標」。今日も３人
で牛と向き合う。
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